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Ｉはじめに

2008年３月に学習指導要領が改訂され,生きる力の

重要性が改めて示された(文部科学省,2008).いじめ，

不登校，自殺，引きこもりなど現代の社会背景を要因

とする様々な問題が生じているなかで，生きる力の育

成は学校教育における重要な課題になっている．生き

る力とは，「自ら課題を見つけ，自ら学び，主体的に判

断し，行動し，よりよく問題を解決する資質や能力，

自らを律しつつ，他人とともに協調し，他人を思いや

る心や感動する心などの豊かな人間性，たくましく生

きるための健康や体力」として提言され（中央教育審

議会，1996)，「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」

をバランスよく育むこととされている．しかし，「生き

る力」は，広く抽象的な表現であり，その穫得や成長

について客観的な成果や具体的な到達度を示すことは

難しい．

そこで，近年，「生きる力」と類似した意味をもつ

「ライフスキル」が注目されている．ライフスキルと

は,「日常生活で生じるさまざまな問題や欲求に対して，

建設的かつ効果的に対処するために必要な能力」と定

義されている（WHO,1997)．ライフスキルは非常に多様

であり，その中核的なスキルには，意思決定，創造的
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思考，効果的コミュニケーション，自己意識，情動へ

の対処，問題解決，批判的思考，対人関係スキル，共

感性，ストレスへの対処などがある．上野ら（1998）

は，ライフスキルの獲得の程度を測定する調査票を開

発し，これを適用して，高校生のライフスキルの獲得

状況を確認している．さらに，開発した調査票を活用

し，スポーツ活動を経験する中で獲得できる競技状況

スキルの存在や，それらが日常の生活に役立つライフ

スキルに般化することを明らかにしている．例えば，

運動部活動で練習メニューを作成するスキルは生活の

なかで計画的に準備を進めるスキルとして，チームメ

イトや指導者と情報を交換するスキルはコミュニケー

ションスキルの形成に影響することを指摘している．

ところで，学校教育において，ライフスキルの護得

に大きな期待が寄せられているものの１つに部活動が

ある．部活動は，新学習指導要領において，「学校教育

の一環」として，「学習意欲の向上や責任感，連帯感の

酒養等に資するもの」としてその意義が具体的に明記

された（文部科学省，2008)．これまでも，部活動は生

徒の心身の健全な育成と豊かな人間形成を図る上で，

大きな意義をもつものとして語られてきた（文部省，

1997，茨城県教育庁保健体育課，2002)．「生きる力」

の育成が求められる今日の学校教育において，部活動

の果たす役割は益々大きくなることが予想される．
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Ⅱ研究の方法

日野

っており，それらは，計画遂行（項目１，４，８)，情緒

コントロール(項目２，５，９)，コミュニケーション(項

目３，６，１１)，組織性（項目７，１０，１２）で構成されて

いる（表２)．

質問項目への回答は「大変あてはまる」－「全くあ

てはまらない」までの７件法により実施した．データ

の処理として，「大変あてはまる」を７点，「全くあて

はまらない」を１点とし，順に７－１点までの点数を与

えた．それらの得点をもとに平均点を算出して生徒の

ライフスキル得点とした．

しかしながら，部活動の教育的な成果については，

多くの教員が実感しているものの，十分に検証されて

きたとは言い難い．また，部活動では，指導者が生徒

に与える影響は少なくない．指導者のライフスキルに

関する指導や部活動への秘極的関与(コミットメント）

が生徒のライフスキル獲得に大きな影響を与えている

と考えられる．

そこで本研究では，上野ら（2000）の先行研究を参

考に，中学生を対象に生徒のライフスキルの獲得と，

､指導者のライフスキルに関する指導や指導者の部活動

への積極的関与がどう関係しているか，検証すること

にした．なお，本研究では，指導者のライフスキルに

関する指導並びに積極的関与について，生徒に普段の

部活動で最も影響を受けている指導者をイメージして

回答させるようにした．指導者の直接的な回答ではな

いものの，生徒からみて指導者のライフスキルに関す

る指導や部活動への積極的関与がどのように受け止め

られ，それらが生徒のライフスキルの獲得にどう影瀞

しているかを調べることは，部活動の活性化を図る上

で重要な視点であると考えた．本研究を通して，生徒

のライフスキル獲得と部活動の指導者との関係が示さ

れれば，部活動に対する指導者の意織改善につながる

ことが期待される．

表２．ライフスキルに関する項目

（上野，2000を参考）

表１．調査対象の内訳

目標が達成できるように計画は具体的に立てる

少しのことで怒らない

誰とでも気軽に話す

時間的に無理のない計画を立てる

怒りそうになっても冷静になるように心がける

人と話をすることは特に難しくない

自分勝手に行動して周囲に迷惑をかけない

いつまでに目標を達成するかを考えて行動する

落ち新いて物事を考える

みんなで決めたことには従う

近所の人とも気軽に話ができる

仲間といるときは相手のことも考えて行動する
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２－１．鯛査対象及び調査時期

愛媛県内の公立中学校３校のｌ～3年生989名を対象

に質問紙調査を行った.調査は,2008年１２月中旬に，

各学校の体育授業担当者を通して実施した．調査の結

果,有効な回答が得られた930名(有効回答率94.0％）

について分析を行った．分析対象となった生徒の内訳

は，表１のとおりである．

(2)生徒からみた指導者のライフスキル指導に関する

鯛査

(1)の調査で用いた質問項目と同様のものを適用し，

生徒が指導者のライフスキルに関する指導をどう受け

止めているか調査した．生徒に普段の部活動で段も影

響を受けている人をイメージさせ，部活動を通して指

導者から指導を受けているかについて,項目ごとに｢大

変あてはまる」から「全くあてはまらない」の７件法

により回答させた．質問項目への回答並びにデータ処

理は(1)と同様に行った．

(3)生徒からみた指導者の運動部活動に対する積極的

関与に関する調査

上野ら（2000）の研究で用いられたコミットメント

に関する質問項目を適用した.質問項目は｢参加｣，「重

要｣，「時間｣，「お金｣，「エネルギー」の５項目で構成

されている．質問項目は，表３に示す通りである．

質問項目への回答は先行研究にあわせ５件法により

実施した．データの処理として，「全く○○である」を

５点，「全く○○でない」を１点とし，順に５－１点ま

での点数を与え，積極的関与の得点とした．

１年生300名

２年生318名

３年生３１２名

２－２J調査票と鯛査方法

１）調査票の作成とデータ処理

(1)生徒のライフスキルの獲得状況に関する調査

上野らの研究（2000）で用いられたライフスキル尺

度の項目を参考に調査票を作成した．ライフスキル尺

度は日常生活における行動を問う４次元12項目からな



３－１．生徒のライフスキルの獲得状況

運動部生徒及び文化部生徒が未加入生徒と比較して

ライフスキルをどの程度獲得しているかを確かめるた

めに，生徒のライフスキル得点について分散分析を行

った（表４)．その結果，「計画遂行」「コミュニケーシ

ョン｣｢組織性｣において有意差が認められた.さらに，

それらについてScheffe法による多重比較を行ったと

ころ，「計画遂行」「組織性」では未加入生徒よりも運

動部生徒と文化部生徒が，「コミュニケーション」につ

いては文化部生徒，未加入生徒よりも運動部生徒が有

意に高い得点を示した．「計画遂行」とは目標達成に向

けて計画立てて取り組む等のスキルであり，「組織性」

とは仲間に迷惑をかけないように集団として行動する

等のスキルのことである．これらのスキル得点は，運

動部活動，文化部活動に関わらず部活動に参加してい

る生徒の方が高くなっていた．さらに，誰とでも話が

できるといった「コミュニケーション」については，

運動部活動に参加する生徒の得点が有意に高くなって

いた．部活動では，活動の中で目標となる試合や発表

会を設定し，それに合わせて練習計画を立て実行する

場面が頻出する．また，部活動では異学年が同一集団

として活動することを基盤にしているため，対人的な

関わりや集団のなかでの役割行動を果たす機会が多く

出現する．そのことが，生徒のライフスキル獲得に影

響していると推察できる．生きる力の育成が重要な課

題とされる今日の教育活動において，部活動への参加

中学校部活動における生徒のライフスキル獲得と生徒からみた指導者のライフスキル指導との関係

がライフスキルの獲得によい効果がみられることは，

部活動の意義を再認識することができる．表3．指導者の積極的関与に関する項目

表５．生徒からみた指導者のライフスキル指導

１．部活動にどの程度参加しているか

２．部活動はどの程庇爾要だと思っているか

３．部活動に進んで時間を費やしているか

４．部活動に進んでお金を費やしているか

５．部活動に進んでエネルギーを費やしているか

３－２．生徒からみた指導者のライフスキルに関する

指導

部活動で身につけたスキルがライフスキルに般化し

ていくには，ライフスキルの獲得に関連した指導者の

働きかけが影響していると予想される．そこで，指導

者のライフスキルに関する指導（以下，指導者のライ

フスキル指導)を生徒はどのように受け止めているか，

生徒のライフスキル調査と同様の項目を用いて調査し

た．表５は，その結果を示している．

Ⅲ結果と考察
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＊**P<､001,＊*P<､０１

＊**P<,００１

表５より，どの次元も２１‘点満点で概ね１５点以上の

得点を得ており，生徒は指導者のライフスキル指導を

肯定的に受け止めていることがわかる．

運動部生徒は「組織性」「計画遂行」「コミュニケー

ション」｢情緒コントロール｣の順に,文化部生徒は｢組

織性」「コミュニケーション」「情緒コントロール」「計

画遂行」の順に得点が高くなっていた．ともに，「組織

性」が高くなっており，指導者の「組織性」のスキル

に関する指導が生徒には強く受け止められていた．ま

た,運動部と文化部を比較すると，｢情緒コントロール」

と「コミュニケーション」において，有意差が認めら

れ，これらの次元は，文化部生徒の方が指導者のライ

フスキル指導を強く受け止めていた．

このことから，部活動において指導者がライフスキ

ルに関する指導を行っていることを生徒も自覚してい

ることが確認できた．また，そのなかでも「組織性」

のスキルに関連した指導の受け止め方が高くなってい

た．部活動は，生徒の自主的・自発的な活動として１

年生から３年生，あるいは男女が集団を形成して活動

が展開される．そのため，普段の学校生活とは異なる

集団を機能させるうえで，指導者の『組織性」に関す

る指導が，生徒に強く受け止められていると推察でき

表４．生徒のライフスキルの穫得状況

運動部

(N二617）

文化部

(N=254）

未加入

(N言59）
F値

計画遂行
13.8

(3.15）

13.5

(3.28）

12.2

(3.76）

6．８３
＊＊

運,文>未

情緒

ｺﾝﾄﾛーﾙ

14.9

(３．１０）

14.9

(3.37）

１３

(３

８

58）

2．８８

ｺﾐｭﾆ

ｹーｼｮﾝ

16.2

(3.40）

15.5

(3.86）

４
４
１
く

３

36）

９．３３＊＊＊

運>文,未

組織性
16.5

(2.81）

16.5

(3.15）

１５

(３

１

04）

６．２６＊＊

運,文>未

運動部

(N=617）

文化部
(N=254） T値

計画遂行
1６．０

(3.60）

15.9

(3.81）
0．３５

情緒ｺﾝﾄﾛー ﾙ
14.5

(3.92）

16.0

<4.14）
-5.20＊＊＊

ｺﾐｭﾆｹーｼｮﾝ
1５．９

(3.86）

16.5

(3.94）
-２．１０

＊

組織性
16.6

(3.84）

１７．１

(3.73）

－１．９６
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る．「自分勝手な行動をしない」「仲間に迷惑をかけな

い｣｢相手のことを考えて行動する｣といったスキルは，

部活動だけでなく，日常生活での集団行動でも大切に

される必要があり，そのことが生徒の意織にも強く伝

わっていると考えられる．

３－３．生徒からみた部活動に対する指導者の積極的

関与

生徒のライフスキルの獲得には，部活動への指導者

の稲極的関与も影響していると考えられる．そこで，

生徒からみた指導者の部活動への積極的関与について

尋ねたところ，表６のような結果になった．どの項目

も５点満点で４点前後の得点を得ており，生徒は指導

者の部活動への積極的関与を肯定的に受け止めている

といえる．また，運動部と文化部で比べると，すぺて

の要素で有意差は認められなかった．このことから，

運動部，文化部に関わらず，指導者は部活動に積極的

に関与していると，生徒は受け止めていることがわか

る．学校教育の一環として部活動が位腫づけられてい

ることからも，本来，部活動への指導者の関与の程度

に運動部も文化部も違いのないことが理想であり，生

徒の受け止め方からもそのことが確認された．また，

部活動への参加，意織，時間，お金，エネルギーとい

った澗極的関与の要素間で大きな差はみられなかった

ことから，生徒は特定の要素から指導者の部活動への

菰極的関与を評価しているのではなく，総体的に指導

者の積極的関与をみていると考えられる．

表６．生徒からみた指導者の積極的関与

参加

重要

時間

お金

エネルギー

総計

運動部
(N=617）

4.6

(0.90）

4.0

(１．０１）

4.1

(0.99）

3.9

(1.03）

4．１

(１．０６）

20.5

(4.07）

文化部

(N=254）

４．３

(1.01）

３．９

(1.13）

４．１

(1.04）

４．０

(１．０７）

４．０

(1.06）

20.3

(4.49）

T値

1．２６

１．３８

0．４８

0．８９

0．１０

0．６５
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３－４．生徒のライフスキルと指導者のライフスキル

指導との関係

生徒のライフスキルと指導者のライフスキル指導と

の間にどのような関係がみられるかを確認するために，

生徒のライフスキル得点と生徒からみた指導者のライ

フスキル指導の得点との相関（ピアソンの積立相関係

数）を調べた．その結果は表７－１，表７－２のとおりで

ある．

表7-1より，運動部ではすべての次元間で有意な関

係が認められた．また，表７－２より，文化部では生徒

のライフスキルの「情緒コントロール」を除く次元間

で有意な関係が認められた．さらに，運動部，文化部

のどちらとも「計画遂行」「組織性」において，生徒の

ライフスキルと指導者のライフスキル指導との関係が

他と比べて強くなっていた．また，文化部と比べ運動

部の方が比較的に高い数値の傾向がみられた．

これらのことから，指導者からライフスキルに関す

る指導を受けている意識が高いほど，生徒のライフス

表7-1.生徒のライフスキルと指導者のライフスキル

に関する指導との関係（運動部）Ｎ=617

生徒の

ライフスキル

計画遂行

傭緒ｺﾝﾄﾛー ﾙ

ｺﾐｭﾆｹーｼｮﾝ

組織性

総合

生徒からみた指導者のライフスキル

指導

計画

遂行

､２６１

＊＊＊

、187

＊＊＊

､２５１

＊＊＊

､３１８

＊＊＊

､３４４

＊＊＊

情緒

ｺﾝﾄﾛーﾙ

、１５３

＊＊＊

、１７５

＊＊＊

、２１５

＊＊＊

､２８２

＊＊＊

､２７８

＊＊＊

ｺﾐｭ皇作

ｼｮﾝ

､２０２

＊*＊

.１７８

＊*＊

､２７３

＊＊＊

､２４１

**＊

､３０４

＊＊＊

組織性

､２２４

＊*＊

､２０６

＊＊＊

､２４９

＊計学

､３７１

＊＊＊

､３４４

＊*＊

＊幹P<､００１

表7-2.生徒のライフスキルと指導者のライフスキノレ

に関する指導との関係（文化部）Ｎ=254

生徒の

ライフスキル

計画遂行

悩緒ｺﾝﾄﾛー ﾙ

ｺﾐｭﾆｹーｼｮﾝ

組織性

総合

生徒からみた指導者のライフスキル

指導

計画

遂行

､２６４

＊＊＊

､０５４

．１９７

＊＊

､２６１

＊＊＊

､２７１

＊＊＊

情緒

ｺﾝﾄﾛーﾙ

ｺﾐｭﾆｹー

ｼｮﾝ
組織性

､２３５ ､２４２ .２６６

＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊

､０９５ ､０５０ ､０８８

､１５２ ､２０９ 、１７１

＊ ＊＊＊ ＊＊

、２４３ ､２５５ ､３４５

＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊

､２５１ .２６４ ､３００

＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊

*判eP<､００１＊*P<､０１＊P<､０５



中学校部活動における生徒のライフスキル獲得と生徒からみた指導者のライフスキル指導との関係

キルの獲得状況も高くなる傾向が確認できた．部活動

において，ライフスキルに関する指導を実践して生徒

に意識づけることが，生徒のライフスキル獲得にも影

響することが示唆された．そして，その関係は，運動

部の生徒においてより強くなることが想定され，指導

者のライフスキル指導をより充実させることで，運動

部の生徒のライフスキルに強い影響を与えていくこと

が推察される．中学生年代の部活動では，指導者の影

蒋力が強く，指導者のライフスキル指導を重要視する

必要がある．

なお，前述の表５では，指導者のライフスキル指導

の「情緒コントロール」は，文化部の方が有意に高い

値を示していたが，生徒のライフスキルと指導者のラ

イフスキル指導との相関では，有意な関係はみられな

かった．ことから，指導者のライフスキル指導が生徒

のライフスキルの獲得につながっていくには，指導者

の具体的な指導内容や指導方法，あるいはライフスキ

ルの指導プログラム等について詳しく検証していく必

要があるといえる．

3-4.生徒のライフスキルと指導者の積極的関与との

関係

生徒のﾗｲﾌスキルと指導者の部活動への積極的関与と

の関係をみるために,生徒のライフスキルと指導者の積極

的関与との関係について相関(ピアソンの積立相関係

数）を調べた．その結果は,表8-1,表8-2のとおりであ

る．

表8-1より,運動部において,生徒のライフスキルと指導

者の積極的関与との間で有意な関係が認められなかった

のはライフスキルの｢情緒コントロール｣と積極的関与の

｢参加｣｢重要｣｢お金｣との関係で,それ以外は有意な関係

が認められた.一方,表８－２より,文化部ではライフスキル

の｢組織性｣と積極的関与の｢重要｣｢時間｣｢お金｣『エネル

ギー｣とで有意な関係は認められたが,それ以外では有意

な関係は認められなかった．

このことから,運動部では,指導者が運動部活動に積極

的に関与していることが生徒に強く伝わるほど,生徒のラ

イフスキル得点が高くなると考えられる.運動部では,生徒

のﾗｲﾌスキル獲得に指導者の部活動に対する姿勢や態

度等が影響しており,指導者の部活動の指導に対する真

箪な姿勢が影響力をもっていると推察される.一方,文化

部では,指導者の積極的関与と生徒のライフスキルとの間

には強い関係はみられなかったことから,指導の具体的な

内容や他の要因について検討する必要がある．

表8-1．生徒のライフスキルと指導者の積極的関与

との関係（運動部）Ｎ=617

生徒のライ

プスキル

計画

遂行

怖緒ｺン

ﾄﾛーﾙ

ｺﾐｭﾆｹー

ション

組織性

総合

参加

、１０８

＊＊

､０４４

．１１１

*＊

、１１５

＊＊

、１２８

*＊

指導者の積極的関与

重要 時間 お金
エネル

ギー

､１２９ ､１４３ 、１６５ .１７８

＊＊ ＊＊＊ ＊*＊ ＊＊＊

､０４５ ､０８７ ､０５７ 、１０３

＊ ＊

､１１９ .１４１ 、１１１ .１４６

＊＊ ＊＊＊ ＊＊ ＊＊＊

､１７３ ､１８４ 、１７８ .１７３

＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊

、１５７ ､１８７ 、１７２ .２０３

＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊

***P<､００１

表8-2．生徒のライフスキルと指導者の積極的関与

との関係（文化部）．Ｎ=254

生徒のラ

イフスキル

計画

遂行

情緒ｺン

ﾄﾛーﾙ

ｺﾐｭﾆｹー

ｼｮﾝ

組織性

総合

参加

、１１０

一.０２５

､０７４

、１０５

､０９２

指導者の積極的関与

重要 時間 お金
エネル

ギー

､１８７ ､０９９ 、１３８ ､１３４

一.０３２ 一.０７２ 一.０４３ -.０７６

､０８３ ､０８９ ､０５７ .０７１

.１７５ ､１４８ 、１２８ ､１３８

＊＊ ＊ ＊ ＊

､１４１ ､０９２ ､０９６ ､０９２

＊

＊*P<､０１＊P<､０５

Ⅳ ま と め

本研究では，中学生930名を対象に，部活動に参加す

る生徒のライフスキルの獲得状況と，それらに指導者

のライフスキルに関する指導や積極的関与が関係して

いるか，運動部生徒，文化部生徒，未加入生徒にわけ

て検討した.その結果,以下のことが明らかになった．

・部活動に未加入の生徒に比べ部活動に参加して

いる生徒ほど，ライフスキルの「計画遂行」「組

織性」の得点が高くなっていた．

・文化部や部活未加入の生徒に比べ運動部に参加

している生徒ほど，ライフスキルの「コミュニケ

ーション」の得点が高くなっていた．

・生徒からみて，指導者からライフスキル指導を

受けている意識の程度とライフスキル得点との

4３
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間に有意な関係が認められた．

・生徒からみて，指導者の稲極的関与の程度とラ

イフスキル得点との間に有意な関係が認められ

た．

・文化部よりも運動部に参加している生徒の方が，

ライフスキル得点と指導者のライフスキル指導

や積極的関与との間に，強い関係がみられた．

これらのことから,学校教育の一端を担う部活動は，

生徒のライフスキルを育む有効な場になり得るものと

して位憧づけることができる．また，部活動に参加し

ていれば，自ずとライフスキルが身につくというわけ

ではなく，その効果には指導者のライフスキルに関す

る意図的な指導や積極的関与が必要であるといえる．

今後の課題として，生徒のライフスキル護得に影響

があると考えられる指導者のライフスキル指導や稲極

的関与について，指導者への直接的な調査により，そ

の関連性や要因をさらに深く検討する必要がある．ま

た，ライフスキルは多数のスキルで構成されており，

部活動で獲得されやすいスキルや効率的・効果的に身

につけられるスキルを明らかにし，その習得のための

具体的な指導についても検討していく必要がある．ラ

イフスキルの獲得にむけたより具体的な指導内容や指

導プログラムが提供されれば，部活励の充実につなが

っていくと考えられる．そして，今後，ライフスキル

に関する研究や実践が増えていけば，部活動の教育的

価値を問い直したり，部活動の新たな可能性を見いだ

すことにつながっていく．また，ライフスキルの穫得

は，部活動だけでなく，体育授業や学校生活も関係し

日野

ており，多様な視点からの検証が求められる．
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